




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… 3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ………………………………………………………… 3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………………… 3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… 3

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

 

- 1 -

株式会社ＳＹＳＫＥＮ（1933）　　　
平成27年３月期　第３四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループにおける当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、総合設備工事の完成工事が増

加しましたが、情報電気通信工事の受注及び完成工事が減少したことにより、受注高は211億８千万円（前年同期

比93.4％）、売上高は187億１千１百万円（前年同期比97.9％）となりました。

また、利益につきましては、原価率の上昇等により、営業利益は３億５千８百万円（前年同期比50.4％）、経常

利益は５億３千１百万円（前年同期比58.2％）、四半期純利益は３億１千７百万円（前年同期比48.2％）となりま

した。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は187億５千５百万円（前連結会計年度末202億７千３百万円）とな

り、前連結会計年度末に比べ15億１千８百万円減少しました。この主な要因は、未成工事支出金の増加があったも

のの受取手形・完成工事未収入金等が減少したことによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は88億６千４百万円（前連結会計年度末106億９千９百万円）と

なり、前連結会計年度末に比べ18億３千４百万円減少しました。この主な要因は、支払手形・工事未払金等及び短

期借入金が減少したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は98億９千万円（前連結会計年度末95億７千４百万円）となり、前

連結会計年度末に比べ３億１千６百万円増加しました。この主な要因は、配当金の支払いによる減少があったもの

の四半期純利益の計上によって利益剰余金が増加したこと及びその他有価証券評価差額金が増加したことによるも

のであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成26年５月９日の「平成26年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の連

結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当社の連結子会社であります宏正工業株式会社と株式会社

ニースエンジニアリングは、平成26年４月１日に合併し、同日付で株式会社シスニックに商号変更しております。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定

方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見

込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。なお、退職給付見込額の

期間帰属方法は、従来どおり期間定額基準を採用しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が186百万円増加し、利益剰余金が120百万円

減少しております。なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用） 

「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成25

年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用しております。なお、当実務対応報告適用初年度の期首より前に

締結された信託契約に係る会計処理につきましては、従来採用していた方法を継続するため、当実務対応報告の適

用による四半期連結財務諸表への影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 3,181 2,316 

受取手形・完成工事未収入金等 6,016 3,645 

商品 90 107 

未成工事支出金 859 2,133 

材料貯蔵品 585 238 

その他 435 399 

貸倒引当金 △32 △8 

流動資産合計 11,136 8,832 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 1,446 1,519 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 151 272 

土地 3,223 3,160 

建設仮勘定 208 645 

その他（純額） 52 42 

有形固定資産合計 5,082 5,639 

無形固定資産 187 178 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,336 3,645 

その他 554 476 

貸倒引当金 △23 △17 

投資その他の資産合計 3,867 4,104 

固定資産合計 9,137 9,922 

資産合計 20,273 18,755 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 3,747 2,583 

短期借入金 3,535 3,033 

未払法人税等 232 81 

賞与引当金 310 77 

完成工事補償引当金 9 9 

工事損失引当金 5 22 

その他 955 1,139 

流動負債合計 8,795 6,946 

固定負債    

長期借入金 4 0 

退職給付に係る負債 1,555 1,614 

その他 343 302 

固定負債合計 1,903 1,918 

負債合計 10,699 8,864 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 801 801 

資本剰余金 562 562 

利益剰余金 8,429 8,496 

自己株式 △99 △58 

株主資本合計 9,693 9,801 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 267 444 

退職給付に係る調整累計額 △386 △354 

その他の包括利益累計額合計 △119 89 

純資産合計 9,574 9,890 

負債純資産合計 20,273 18,755 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 19,120 18,711 

売上原価 16,621 16,572 

売上総利益 2,498 2,138 

販売費及び一般管理費 1,786 1,780 

営業利益 712 358 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 47 47 

持分法による投資利益 71 38 

受取賃貸料 52 47 

その他 64 69 

営業外収益合計 237 205 

営業外費用    

支払利息 11 11 

その他 25 20 

営業外費用合計 37 32 

経常利益 912 531 

特別利益    

固定資産売却益 179 22 

特別利益合計 179 22 

特別損失    

減損損失 55 25 

特別損失合計 55 25 

税金等調整前四半期純利益 1,036 528 

法人税等 377 210 

少数株主損益調整前四半期純利益 658 317 

四半期純利益 658 317 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 658 317 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 100 176 

退職給付に係る調整額 － 31 

持分法適用会社に対する持分相当額 △1 0 

その他の包括利益合計 99 208 

四半期包括利益 757 526 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 757 526 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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